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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 1/25院内研修が予定されている為、各自出欠を入力する事。

＜外来情報＞

· 横町　浩様　～最近、疲れやすくなったが大丈夫との事。踵の亀裂ありウレパール軟膏処方となる。

· 田澤　勝敏様～「生活スタイルを変えようかと思っている。」と話されている。

· 大釜　久直様～お金に関する発言あり。

· 関　秀治様　～１６日検査の為、日赤を受診。検査結果は異常ないとの事。以前、尿検査で潜血
　　　　　　　反応があった件は経過観察となる。

· 関口　禅様　～正月に床屋に行き坊主頭にしてきたが、自宅外泊で母親に怒られそうで怖いと話し
　　　　　　　ている。主治医より保清の為と理由を伝えるよう助言あり。「今週はベートーベン
　　　　　　　の運命の曲のような気分だが来週は田園の曲のようにしたい。」と話していた。

· 田名部　一樹様～ぐっすり眠り疲労感もないとの事。

· 伊藤　雄一様～「自分のペースをつかめてきた。」と話している。

＜利用者様情報＞

· 柳町　信之様～連日、全身倦怠感・肛門からの浸出液による不快感を訴え欠席されているが、欠席

時の電話連絡は出来ている。生活リズムや運動の為にも来所するよう促しているが、本人からは、生活リズムは確立されており、食事もバランスを考えて自炊している事、毎日の適度な運動を行っている事等が報告され「ナイトケアの必要性が分からない」と話されている。

⇒・現在の生活では、他者との交流の機会が全くない事や自宅へ引きこもってしまう事を説明しているが納得されない。以前は、ナイトケアについては体調不良の為通所は難しいが、自分にとって必要と考えていると話されてたが、心境に変化が見られている。

・スタッフの再三の説明にも、自分にとってナイトケアが必要と思えない事から通所が出来ないと話される為、本人から主治医へ報告して頂けるように説明している。

・現在行っている欠席時の電話連絡は、今後も継続して行って頂けるように説明し、ナイトケアとの繋がりを絶やさないように図っていく。

· 其田　淑子様～歯痛の為、歯科から処方されたロキソニンを今朝服用しているが、その後寒気・眩

暈の訴え聞かれている。血圧は122/50mmHg。

⇒　午後も定期的に血圧測定を行い、体調確認の声掛けを実施していく。

· 川口　八寿子様～17日の詩吟教室へ行った際に、8/19に東京で開催される吟道大会への参加推薦　　　

の話があったと報告あり。本人からは「出場したい」との意思が聞かれている。
　　　　　　　　　　情報：今年に入り、仕事を進めたいと希望されており、青明舎登録や作業所の　　　

利用について主治医と相談しながら進めている。
　　　　　　　　　　⇒・仕事と平行しての吟道大会の出場は本人の負担が大きいと考えられる事を
　　　　　　　　　　　　本人へ返している。本人からは「両方は自分の病状を考えると難しいから、
　　　　　　　　　　　　吟道大会に出場してもよければ、仕事は今年を見合わせようと思う」との
　　　　　　　　　　　　発言聞かれている。
　　　　　　　　　　　・まだ期間のある話ではあるが、次回外来時に主治医へ出場の話があったこ

とを報告し、出場の可否について相談するように説明している。

· 袴田　隆裕様～昨日、お母様同伴しデイケア見学に来られている。
　　　　　　　当院退院後は自宅にて生活されているが、生活リズムが乱れ日中を自宅で過ごし、
　　　　　　　特に活動もしていない事から退院後10kg程増加してしまっているとの事。
　　　　　　　将来的には、就労を目標としており作業所の利用を希望されているが、生活リズム
　　　　　　　の確立及び日中の活動による体力作りの為、デイケア利用を考えているとの事。
　　　　　　　主治医へはまだ話していないとの事で、主治医へも相談するように説明している。

＜事例検討＞

種本　サハ様（66）　統合失調症　　デイナイトケア利用中（利用開始後２年６ヶ月）

○治療計画

　生活上の不安や心気的な訴えの解消の為、こまめな声掛け・面談の機会を設ける。

○現状

　・「体が動かない」「足が痛くて歩くことが出来ない」等の訴えが聞かれ、欠席希望の電話連絡が

時折ある。

　・以前は整骨院へ行くという理由で欠席されることが見られていたが、最近、金銭的な理由から

整骨院へ行く事が難しいとの事。

　　⇒・デイナイトケアの目的を説明することや、体調が悪いまま自宅で過ごされるより病院受診を兼ねて来所して頂き、顔を見せて頂きたいことを説明すると来所して下さっており、通所率は96％～100％である。

　　　・本人様が1人で考え込んでしまう事がある為、来所して頂いた際や電話にて話を傾聴することで、溜め込んだ事を発散する機会を設ける事が出来ているのでは？

　　　・以前の入院の経過として、心気的な身体不調から始まり、自室から出ることが出来なくなったという経緯がある為、引きこもる事のないように関わりを持っていく。

・グループホームへ平様が新しく入居した際には、「他の入居者にいじられているから可哀想」との発言が聞かれていたが、当人及び他入居者へ確認してもそのような事実は無いと情報あり。

・他の男性メンバーに対して性的対象とされていると野訴えが聞かれる事がある。又、特定の男性メンバーを指して「○○さんに悪戯されている」との発言が聞かれる。
⇒・発症時のエピソードとして失恋がある為、異性との関わりに対しての訴えが多い事との関係
　　も考えられる。

　　・他者との関係について極端に取る傾向が見られる為、他メンバーとの関わりを観察し、時には良好な関係を保つ事が出来るように介入していく。
（訴え例：声掛けの際に肩へ触れたメンバーに対して　→「殺されそうになった」等）　

